
き

木とヒープの
きほん

基本

1 
どうにゅう

導入

この
こうぎ

講義で
さいじゅうよう

最重要なのは、
き

木は「
おやこかんけい

親子関係で
ようそ

要素を
せいり

整理する
こうぞう

構造」であり、ヒープはその
うえ

上に「
おや

親と
こ

子の

だいしょうかんけい

大小関係」を
か

課したものだということです。
はいれつ

配列は
よこ

横に
なら

並べる
こうぞう

構造ですが、
き

木は
ぶんき

分岐しながら
した

下へ
ひろ

広がります。この
みかた

見方が
わ

分かると、
ゆうせんど

優先度つきキュー

や
たんさくぎ

探索木の
はなし

話 へ
しぜん

自然に
すす

進めます。

2 
ようご

用語と
ていぎ

定義

き

木
Tree

 とは、
ね

根から
えだわ

枝分かれする
かいそうこうぞう

階層構造です。

ヒープ
Heap

 とは、
かんぜんにぶんぎ

完全二分木の
かたち

形 をもち、
おや

親と
こ

子の
あいだ

間 に
だいしょうかんけい

大小関係をもつ
こうぞう

構造です。
ゆうせんど

優先度つきキュー
Priority queue

 とは、
もっと

最 も
ゆうせんど

優先度の
たか

高い
ようそ

要素から
と

取り
だ

出す
こうぞう

構造です。

3 
ほうしん

方針

まず
き

木を「
おや

親と
こ

子」で
よ

読む
こうぞう

構造として
とら

捉えます。そのうえで、ヒープでは「
おや

親が
こ

子より
おお

大きい」または「
ちい

小

さい」という
じょうけん

条件を
くわ

加えると、
さいしょうち

最小値や
さいだいち

最大値を
と

取り
だ

出しやすくなることを
み

見ます。

4 
ちょっかんてき

直感的な
せつめい

説明

きょうしつ

教室の
せきじゅん

席順のように
よこ

横に
なら

並んだ
こうぞう

構造では、
ちゅうおう

中央の
ちか

近くも
はし

端も
おな

同じように 1 
れつ

列の
なか

中にあります。いっぽう

そしきず

組織図のような
こうぞう

構造では、「だれの
した

下にだれがいるか」が
じゅうよう

重要です。
き

木はこのような
かいそう

階層を
あらわ

表 すのに
む

向いて

います。

5 
げんみつ

厳密な
せつめい

説明

5.1 1. 
き

木

ね

根を 1 つもち、
かくせってん

各節点から
こ

子へ
えだ

枝がのびる
こうぞう

構造を
かんが

考 えます。
じゅんかん

循環がないことが
じゅうよう

重要です。

5.2 2. ヒープ

さいだい

最大ヒープでは、どの
せってん

節点でも

親の値 ≥子の値

が
な

成り
た

立ちます。
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5.3 3. 
けいさんりょう

計算量

かんぜんにぶんぎ

完全二分木では
たか

高さがだいたい log 𝑛 なので、ヒープでの
そうにゅう

挿入や
さくじょ

削除は
おお

多くの
ばあい

場合 𝑂(log 𝑛) です。

6 
みわ

見分け
かた

方

•
おやこかんけい

親子関係や
かいそう

階層を
つか

使って
せいり

整理したいなら、
き

木を
うたが

疑 います。

•
さいしょうち

最小値や
さいだいち

最大値を
く

繰り
かえ

返し
と

取り
だ

出したいなら、ヒープが
こうほ

候補です。

•
かんぜん

完全に
せいれつ

整列された
じゅんじょ

順序が
ひつよう

必要なら、ヒープだけでは
た

足りないことに
ちゅうい

注意します。

7 
さいしゅうけい

最終形

木 =階層構造

ヒープ =木+親子の大小関係

ヒープ操作の典型 = 𝑂(log 𝑛)

8 
ひとこと

一言でいうと

•
き

木は
かいそう

階層を
あらわ

表 す
こうぞう

構造で、ヒープはそこに
ゆうせんじゅんい

優先順位を
あつか

扱 いやすい
きそく

規則を
くわ

加えたものです。
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